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スタッフ 平野 泉・川路 さつき
JR・私鉄・地下鉄各線「池袋」駅・
地下鉄「要町」駅から徒歩10～15分
（入口から入り、階段を
上がった中2階が
センターです）
メーザーライブラリー記念館新館
共生社会研究
センター入口
　前号をお届けしたのは、2回めの緊急事態宣言の頃でした。そして今号の編集作業は、４回目の緊急事態宣言中。現在、センターは
開館はしているものの、同じ時間に資料を閲覧できるのはお２人まで、見学もお２人までです。資料整理を担当するリサーチ・アシ
スタント４名も、出勤２名、在宅勤務２名という状況が続いています。学内も、春学期は全員ではないにせよ学生さんがキャンパス
に戻り、少しにぎやかになったのですが、秋学期はどうなることか….。
　こういう状況では人の集まることは避けるしかないので、オンラインで小規模なイベントを開催してきました。2021年６月12日
（土）には、資料情報や画像を登録・公開するシステムに関するミートアップ「オープンでフリーなAtoMを使う̶̶導入時の工夫・
これからの課題」を、そして７月31日（土）には、京都大学大学文書館との共催でオンラインセミナー「大学におけるデジタル・レ
コードキーピング̶̶シドニー大学の挑戦」を実施しました。このイベントでは、オンライン会議システムに実装されている通訳機
能を利用した同時通訳に初挑戦したのですが、通訳者の方のご尽力でたいへんよいコミュ
ニケーションが実現しました。時差の問題さえクリアすれば海外の人とも気軽にやりとり
できるのは、オンラインのよいところです。
　また、そう頻繁ではないのですが、資料相談や見学もオンラインで実施しています。
ノートパソコンをオンライン会議システムにつないだままブックトラックに載せて書庫を
動き回ったり、書画カメラを接続して資料を見てもらったり――遠くにお住まいの方には
とても便利なので、コロナが収束しても続けたほうがよいかも？と考えています。
　…というような試行錯誤に明け暮れていたら、春学期中には！と思っていた
『PRISM』の発行がまたまた秋にずれ込んでしまいました。反省です。今回ご寄稿くださったミニコミ発行者のみなさんのような
「ミニコミ制作・発行を持続する力」を身につけるのは容易なことではなさそうです。前号同様、みなさまのお力をお借りできれば
と思います。この『PRISM』で読みたい記事のアイディアなどがあれば、ぜひご連絡くださいませ。
【お問い合わせ・ご予約は】
立教大学共生社会研究センター
〒171-8501 東京都豊島区西池袋3-34-1
電話：03-3985-4457　 FAX：03-3985-4458
E-mail：kyousei@rikkyo.ac.jp
オンラインセミナー（2021/07/31）の様子
